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１　はじめに
　今日あらためて注目される日本の温泉文化
の中で、温泉入浴文化は大きな比重を占め、
重要な構成要件となっている。その温泉入浴
文化に関して、混浴の有無や変遷を含めて歴
史的にみて、日本で実際にどのように温泉入
浴を行ってきたのかという実相は、温泉浴場
の構造、なかでも浴室 /浴槽区分のありよう
に大きく規定されよう。
　そして実相の解明には、全国の歴史ある主
要温泉地の浴場、すなわち大半の温泉地域に
おいて後発の浴場として登場する宿の内湯で
はなくて本来の、唯一あるいは主たる浴場で
あった共同浴場（外湯）を中心にその成立構
造と浴室 /浴槽区分の実態を明らかにし、比
較考察する必要があると筆者は考えている。
　こうした共同浴場（外湯）は温泉地が依っ
て立つ地域社会に開かれた浴場であり、当該
地域・地方を支配する社会構造や規範秩序を
反映すると考えられる。したがって歴史的な
浴室・浴槽区分を明らかにしていく一連の考
察においては、地方単位など一定の地域的ま
とまり毎に各温泉地の主たる浴場の形成過
程、浴槽区分の実態を明らかにし、その事例
を比較考察する方法をとる。
　本テーマに関連する混浴については、先行
研究や著作がある。最新の調査研究には、東
北地方における温泉入浴文化・湯治文化の変

容から混浴の存続について考察した内田・山
崎・安藤・無量井（2022）がある 1）。また、
公衆浴場一般や温泉共同浴場の動向に関する
研究も少なくない。しかしながら、江戸時代
に混浴禁止令をふまえて銭湯に男女区分が設
けられたことを除けば、とくに温泉浴場内の
歴史的な浴槽区分に関する先行研究は管見の
かぎり見いだせていない。
　本稿は、全国の温泉地の共同浴場（外湯）
を対象に歴史的な浴槽区分を解明すべく、そ
の第一歩として中四国地方の温泉浴場を対象
事例とした先の論稿（石川、2023）2）に続く
もので、このたびは中国地方と隣接する近畿
地方をまず対象とする。
　近畿地方は東日本や九州と比べて温泉資源
と温泉地数は限られているが、都に近かった
ことから有馬、（南紀）白浜、城崎、榊原温
泉などの古湯を擁し、長い温泉利用の歴史を
有し、対象にふさわしい。
　その近畿地方7県のうち大阪府と滋賀県、
明治以前から存在は知られていたが温泉浴場
の開発は1911（明治44）年以降となった木
津温泉しかない京都府の3府県は除いた。
　一方、都や畿内・近畿地方と古くから密接
に結びついてきた北陸地方西南部で、明治以
前には顕著な温泉地がなかった福井県は除
き、加賀温泉郷など由緒ある温泉地が集まる
石川県（旧加賀・能登国）を対象に加えた。

温泉浴場にみる歴史的な浴室 /浴槽区分（二）
--近畿地方と石川県の事例 --

Consideration about Historical Division of Hot Spring Bathroom or Bathtub （Ⅱ）
---A Case in Kinki Region and Ishikawa Prefecture---

石 川　理 夫＊

Michio ISHIKAWA

キーワード： 浴室 /浴槽区分（division of bathroom or bathtub）・混浴（mixed bathing）・身分
区分（division by rank）・近畿地方（Kinki region）・石川県（Ishikawa prefecture）
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　調査と事例研究にあたっては引き続き、主
に江戸期以降増える地誌や温泉地訪問者の紀
行文・日記その他の史料をもとにしていく。

２　兵庫県における歴史的な温泉浴室/
浴槽区分
（1）湯村温泉
　兵庫県の最北西端、鳥取県境に近い湯村温
泉は、奈良平城京跡出土木簡に「但馬国二方
（ふたかた）郡温泉…」、同じく奈良時代の但
馬国国分寺跡出土木簡には「二方郡温泉郷五
戸…」と記される。湯村温泉は平安時代の慈
覚大師発見伝承が後世に流布されるが、実際
にはそれ以前から知られていたことになる。
そして平安時代の承平年間（931～ 937）に
源順が撰述した『和名類聚抄』国郡部に、「温
泉」が付く全国3か所の郷名のうち「但馬国
二方郡温泉郷（ゆのさと）」として記載されて
いる。
　春来川河畔に湧く荒湯からは94～ 96℃の
熱泉が今も自然湧出する。但馬国では城崎温
泉と並ぶ古湯だが、国境近い山間のいで湯で
あったせいか、専ら地域の人たちが集う湯治
場の域を超えなかったことが温泉浴場の構造
にも影響を与えたと思われる。
　そのため温泉に関する史料も乏しい。旧温
泉町刊『温泉町史』（1986）によると、江戸
初期の1617（元和3）年作成の『二方郡高帳』
では湯村から湯銀を徴収しており、一定の温
泉利用があったようである3）。また、1781（天
明8）年5月に書き留められた『手帳』によれ
ば、「湯壷は四つあり、入浴客は年に三百人
程で、お客は郡中の百姓ばかり」という状況
だった 4）。その浴槽について、1843（天保
14）年に地元の沢山亮長が商売の傍ら書き残
した『二方考』には「掃除せず、きっちりなら
ず、男女混浴して浴状」（以下本稿中のゴシ
ック表示は筆者）とあるという 5）。『温泉町
史』が引用した郷土史料『二方考』の原文を筆
者は確認できていないが、当時は男女混浴で
あったと思われる。

（2）城崎温泉
　平安前期成立の『古今和歌集』（巻九・羈
旅歌）に「但馬国の湯へまかりけるときに…」
という詞書が見いだされるが、湯村温泉は国
境の山間部に奥まっていたため、平安王朝貴
族にとって「但馬国の湯」と言えば城崎温泉
を指していた。下って江戸時代の1733（享
保18）年に河合章尭が著した『但馬湯嶋道之
記』は、城崎温泉を代表する共同浴場「新（あ
ら）湯」（現・一の湯）の区分状況を紹介して
いる。
　「新湯　一の湯二の湯と分（け）て二つ有、
下の町の入口にある湯なり…隔日にして、今
日は一の湯をとめ湯にして二の湯を入こみに
し、又明日は二の湯をとめ湯にして一の湯を
入こみとす。切に幕（湯）は仕舞（い）て、夜
は一の湯二の湯男女をわけて入こみとす」6）

（括弧内は筆者付記）
　「新湯」は二つに区分され、一の湯と二の
湯をここでは貸切湯（幕湯）状態を意味する
「留（とめ）湯」とだれでも入れる入込（こみ）
湯に日替わりで交代利用させていた。そして
夜には幕湯（とめ湯）をやめて、二つの浴槽
を男女別とした。同書は、新湯のほかに城崎
温泉の共同浴場として「中（ノ）湯」「上（じょ
う）湯」「御所（ノ）湯」「曼荼羅湯」の計5か
所と、幕府領代官の陣屋に設けた「陣屋（ノ）
湯」を絵図付きで紹介している。「陣屋（ノ）
湯」は「殿の湯」とも名付けられ、平人は入浴
できなかった。
　続いて1802（享和2）年5月に城崎を訪れ
た吉田重房（菱屋平七）が1806（文化3）年に
著した『筑紫紀行』に、「温泉すべて五所…曼
荼羅湯ハ此所の温泉の始めなりといへり、外
に殿の湯ハ平人をいれず、非人湯は非人のミ
浴なり」7）と、「非人湯」があったことを記す。
　これに関しては、同書に先立ち、出石城臣
の桜井良翰が1751（宝暦元）年に著した地誌
『但馬考』が「非人湯　下の町はずれ裏町に、
湯壺二つあり、乞食の入湯なり、これ非人の
長の構（かまい）にして湯屋の修理等をする



−3−

事也、常に浴する人のすくなきゆへに、湯壺
甚（はなはだしく）奇麗なり」8）（平仮名付記
は筆者）と述べている。中四国地方の温泉浴
場には見られなかった「非人湯」がこうして
近畿地方に登場する。
　『但馬考』はまた、「上湯」は浴槽が一つで、
「中（ノ）湯」「御所（ノ）湯」には浴槽が二つ
あったと記すが、男女区分であったかはわか
らない。後の1910（明治43）年刊『日本転地
療養誌』では、城崎温泉の明治後期の共同浴
場状況について、「鸛の湯…今や浴室を改築
して男女の二槽に分（か）つ」「曼荼羅湯…今
一棟を分（か）って一槽とし、男女を区分す」
「御所の湯…一棟を四槽に分（か）つ…一番、
二番の二槽を幕湯とす」9）等と記しており、
この頃の改築・改装を契機に男女区分が進ん
だ。それまでは新湯の夜間以外は男女混浴を
中心に、別浴の場合は幕湯が利用されていた
と思われる。
（3）有馬温泉
　兵庫県でも摂津国にあって歴代の都から近
い有馬温泉は、温泉史料に最も恵まれた古湯
である。その中で有馬湯治を4回重ねた藤原

定家が1205（元久2）年閏7月8日から15日
まで一廻りの湯治滞在中、大雨のため湯屋へ
行けず、宿に湯を取り寄せてもらって湯浴み
したという『明月記』の記録 10）からも、宿に
内湯はなく、唯一の泉源浴場（外湯）へ入り
に行く温泉場であったことが見てとれる。
　その浴場について、南北朝時代に八坂神社
の執行・顕詮が書いた『祇園執行日記』1371
（応安4）年9月22日条に「一、今日湯二度入
了、一湯也」「一、湯幕引之、三方也、巳刻
入了」、10月5日条には「二湯」にも入った 11）

とあり、泉源浴場は「一（の）湯」と「二（の）湯」
に仕切られていた。同時に、法皇・女院をは
じめ貴人・高僧の来訪が多い有馬の浴場では
一の湯または二の湯の入口に幕を引いて貸切
入浴する幕湯がよく行われていたこともわか
る。
　有馬での入浴状況は、1827（文政10）年刊
の浮世絵師・福智白瑛（大根土成）著『滑稽有
馬紀行』に載る「合幕　男女入込湯の図」から、
湯具着用での男女混浴が基本と思われがちだ
った。しかし検証すると、江戸前期の1678
（延宝6）年に僧侶・狂歌師の生白堂行風が著

表1　兵庫県の主な温泉浴場の歴史的な浴室/浴槽区分

（注）筆者作成。以下、引用文中のゴシック表示は筆者。
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した『迎湯有馬名所鑑』には、「留湯とて、そ
れぞれの幕を引（か）せ（、）こと（異）人をい
れず、其次はせはきらひとて思ふとち狭から
ぬほどに入、それより下つかたハ、追込とい
ひて、賤のお（男）・しつ（賤）の女…蟻のご
とくに集り入」12）（括弧内は筆者付記）と、
幕湯と同義に使われている「留湯」と、一定
のゆとりをもって入浴する「せはきらひ」（筆
者注：「狭は嫌い」の意か）、男女混浴を含め
だれでもかまわず入浴する「追込（入込湯）」
の三形態が示されている。
　有馬での幕湯の活用について、1779（安
永8）年に三宅嘨山が著した『有馬紀行たゝひ
越』は、一の湯と二の湯の二つに仕切った湯
槽を「…おのこ女と分てる外、幕湯十は（ば）
かりもや有なん」13）（括弧内は筆者付記）と
記す。幕湯には男女別目的もあった。さらに
『滑稽有馬紀行』が示すとおり幕湯には「合幕」
もあり、幕湯の中でも入浴料金が安かったの
で、一定限られた人数の範囲内で他者との同
浴や混浴をいとわない客は合幕を選んだ。そ
うして一日のある時間帯を限って特定の客を
入浴させる幕湯の数も増えていく。
　足元湧出の泉源浴場ゆえ一の湯・二の湯以
上には内部を仕切れない有馬では、幕湯、合
幕といった幕湯の臨機応変な切替えと、せは
きらひ、追込といった複数の入浴形式の導入
を通じて、ほかの温泉地の固定的な浴室 /浴
槽区分とは別のかたちで、たびたびの貴人の
入浴や男女別の希望にも柔軟に対応できたの
ではないかと考える。
（4）多田/平野温泉
　「多田の湯」一名「平野の湯」は炭酸ガスを

含む塩化物泉で、江戸時代には摂津国で評判
の温泉場だった。1796年から1798（寛政
10）年頃刊行の『摂津名所図会』は、「…町の
北に薬師堂あり。其岸の本より水勢沸々とし
て霊泉涌出す。其色鶏卵を解きたるが如し…
味は鹹（しおはゆ）く渋味を帯びたり…元禄
の頃官家に願うて浴屋を建て…」14）と絵図付
きで紹介している。浴室状況は「浴室の廣さ
方五丈許。中を隔てて男女を分つ」15）と男女
別であった。泉温が低いので、釡で薪を焚い
て温湯にして順次入浴させていた。

３　奈良・和歌山県における歴史的な温
泉浴室/浴槽区分
（1）湯泉地と入之波温泉
　温泉地が少ない奈良県でも現十津川村には
十津川温泉郷がある。歴史が古いのは湯泉地
（とうせんじ）温泉である。1723（享保8）年
に地元湯本組中6村庄屋から泉源地にあった
東泉寺宛の奉加帳に「湯本東泉寺　一 薬師
堂、惣湯屋、留湯屋、滝坪、両長屋、船渡し
屋、渡し船とも、近年困窮ニ付及大破、修造
之儀、湯本組中之自力ニ難叶、千万難儀ニ奉
存候…」16）と記されている。名称から推察す
れば、万人に開かれた「惣湯」と、限られた
人のみ入浴できる「留湯」の二つに湯屋は分
けられていた。ただし、各湯屋は浴槽区分さ
れていたのか、留湯がどのように使われてい
たのかなど詳細は不明である。
　奈良県ではもう一か所、入之波（しおのは）
温泉が早くから知られた。「元禄七年（1694）
戌六月」とある「入之波湯由来書」には、「御
夢想塩湯　山上大峯山のふもと吉野河上塩の

表2　奈良県の主な温泉浴場の歴史的な浴室/浴槽区分

（注）筆者作成。以下、引用文中のゴシック表示は筆者。
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波と申（す）ざいしょ（在所）に今度はじめて
温泉の塩湯わき出ることおびただし」17）（括
弧内は筆者付記）とあるが、湯船の区分状況
まではわからない。
（2）（南紀）白浜温泉
　『日本書紀』に「紀温湯（きのゆ）」「牟婁温
湯（むろのゆ）」として登場した白浜温泉は崎
の湯（湯崎）を発祥の地として、江戸期には
湯崎七湯、村名から鉛山（かなやま）温泉と
も呼ばれ、大正年間に白良浜で温泉開発が進
むと白浜温泉と呼ばれるようになった。
　うち江戸期の紀伊国（現・和歌山県）の温
泉地状況を知るには、紀州藩が1806（文化3）
年から編纂をはじめ1839（天保10）年に完
成した地誌『紀伊続風土記』が参考になる。
当時の鉛山村の温泉について、「元ノ湯、屋
形ノ湯、摩舞湯（まぶゆ）、濵ノ湯、崎ノ湯。
外に阿波湯、目洗湯などいふ小さき湯壺あ
り」「今は湯崎といふ。元ノ湯、崎ノ湯二つ
は古の湯壺と見ゆ、自然の岩穴なり」18）と湯
壺の分布状況を紹介している。
　同書には白浜温泉に関する各湯壺の区分の
記述はないが、郷土資料として1932（昭和7）
年から1934（昭和9）年にかけて三分冊出版
された『白浜・湯崎温泉叢書』には、「古来鉛
山には崎の湯、屋形の湯、疝気湯、濱の湯、
元湯、鑛湯（まぶゆ）、粟湯の七湯がある。
是等は共同湯で…」「屋形ノ湯　浴槽木造方
形男女各一個」「濱ノ湯　鉛山部落中央部海
岸にあり、浴槽男女各一あり」「鑛ノ湯　鉱

山の旧鑛から温泉が湧き出たもので、間歩の
湯とも呼ぶ…浴槽は男女各一槽、何れも木造
長方形」19）とある。ただし、白浜温泉の共同
湯の多くが男女別に区分されたのがいつ頃か
らなのか不明である。
（3）龍神温泉
　『紀伊続風土記』は龍神温泉について、「元
和の頃に至りてはじめて此温泉の功顕れしか
ば、南龍公命ありて浴室を造らしめ給ひ 六軒
の家を建てさせられ 龍神村の百姓に賜ふ」20）

と記す。紀伊半島の奥深くに湧く龍神温泉
は、江戸初期の元和年間（1615～ 23）には
温泉の効能が広く知られるようになって紀伊
徳川家の祖・徳川頼宣（南龍公）が浴室の整
備を命じた紀州藩直轄の温泉場であった。
　同書は湯屋の浴槽区分についても、「湯本
にあり 湯の涌出る所は一所にて 一屋の中を
五区とし 留め湯 女湯 男湯 高湯 疵湯とい
ふ。又非人湯あり」21）と紹介している。この
浴室/浴槽区分状況については、1851（嘉永4）
年刊の『紀伊国名所図会』にも「湯家を造りて
其中を五区に分ちて留湯、女湯、男湯、高湯、
疵湯と…非人湯といふも」22）と記す。
　江戸時代の木版画「紀州龍神温泉之図」23）

にも温泉寺の下、日高川淵に並ぶ浴舎が御留
湯、女湯、男湯、タガ（高）湯、キヅ（疵）湯
の5つに区分され、浴舎の外の川の辺には粗
末な非人湯を設けた様子が描かれていること
からも確かめられる（図1）。

図1　紀州龍神温泉之図（江戸期の木版画　部分）
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（4）湯の峰温泉
　本宮の湯とも呼ばれた湯の峰温泉は古来熊
野詣での際、熊野本宮参詣前に温泉で身を清
める湯垢離場として利用されてきた。湯の峰
温泉の浴槽（湯壺）の初見は、平安後期の右
大臣藤原宗忠の日記『中右記』天仁2年（1109）
11月1日条と見られる。本宮の宿坊に着いて
休憩後「湯峯」に向かった宗忠は、「谷底温湯
寒水並出」る「湯屋に於いて之に浴」した 24）。
湯峯川の狭い谷底岩盤から湧き上がる現「つ
ぼ湯」である。
　この湯の峰温泉の浴室 /浴槽の区分状況が
明らかになるのは江戸時代以降で、先の『紀
伊続風土記』は「湯…数箇所に涌き出つ 其最
熱泉の涌く所三箇所あり 其内浴室に取る處
二箇所なり」と浴室数を挙げた上で、主たる
「浴室一宇三槽ありて留湯 男湯 女湯といふ 
三に分る 槽各方二間許 外に乞食湯一處あ
り」25）と述べている。
　続く1853（嘉永6）年刊の暁鐘成編著『西
国三十三所名所圖會』では、「温泉入浴の湯
殿といへる凡桁行九間余梁行二間余の堂造り
にして 内には是を三構に隔て 口を男湯とい
ひ 次を女湯と云　奥の一間ハ留湯と称し猥
（みだり）に浴する事をゆるさず」「其外貴人
の入浴所ハ別に補理（しつらひ）て宮の湯と
号す 又川の辺りに桶湯といひて居風呂を並
ぶる…橋の辺りには非人湯あり」26）として、
三構に隔てた湯屋と宮の湯を含む絵図を付け

ている（図2）。
　同絵図に見てとれるように、湯の峰温泉は
龍神温泉とともに浴槽の男女区分がはっきり
している。また、龍神温泉も設けていた留湯
は入浴対象者が限られているだけでなく有料
の貸切湯的役割をも担うことに対し、湯の峰
温泉の「宮の湯」は熊野参詣の長い歴史もふ
まえた貴人向けという入浴の身分区分が明白
である。その入浴の身分差別の対極に位置す
るのが、「乞食湯」とも称された「非人湯」の
存在であろう。
（5）湯川・那智勝浦温泉
　湯の峰温泉に次いで熊野詣での大辺路往還
の湯垢離場として知られたのが、湯ノ川村の
湯川温泉である。先の『紀伊続風土記』は「温
泉　村中にあり 大湯 中湯と二所あり、大湯
又濵湯といふ。二所とも湯室あり 湯坪深さ
二尺三寸」27）と記す。ただ、湯室 /湯坪の区
分状況に関しては、江戸期の史料、『東牟婁
郡誌』（1915）や『那智勝浦町史』（1980）で
も確認できていない。
　この点は同町にある那智勝浦温泉も同じ
で、『紀伊続風土記』に「磯湯 赤島湯 小わせ
の湯 針湯等の名あり…小あわせの湯には湯
室一戸あり」28）との記述以上は確認できてい
ない。当時は波打ち際で露天風呂状態の那智
勝浦温泉より、湯泉寺があって宿が10軒あ
った 29）という大辺路沿いの湯川温泉のほう
が温泉地として整備されていた。

図2　湯峯湯屋図（『西国三十三所名所圖會』）
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４　三重県の歴史的な温泉浴室/浴槽区分
（1）榊原温泉
　榊原温泉は、平安時代の927（延長5）年撰
上の『延喜式』神名帳に温泉神（ゆのかみ）を
祀る現・射（湯）山神社が記載された古湯で
ある。同温泉地域は古代から一志郡に属し
（『和名類聚抄』）、伊勢神宮に榊を奉納する七
つの御厨（みくり）が集まる神領として「なな
くり」とも呼ばれていた。このことから榊原
温泉は、清少納言の『枕草子』でも能因法師
伝本系に登場する「ななくりの湯」に比定さ
れている。
　榊原温泉の湯元が江戸後期に刊行した温泉
図「榊原湯山図」付の『温泉来由記』は、行程
から温泉の起源、取り上げられた和歌や名
所、効能まで詳細で、その中に湯壺の紹介が
ある。「大湯 中湯 小湯 留湯 幕湯 別湯等の
品数々あり、尊貴の人或（ひ）は女中 或は病
人の好（み）に任せ　入込の湯も平日男女の
わかれあり」30）と記している。
　複数の浴室 /浴槽区分ならびに留湯と幕湯、
別湯の活用によって、さまざまな身分・立場
への配慮と男女区分を行っていた。榊原温泉

は江戸時代に入って湯治場として発展した様
子が「榊原湯山図」からも伺えるが、浴槽区
分について言及した史料はほかには確認でき
ていない。
（2）湯の山温泉
　三重県ではもう一つ、湯の山温泉が挙げら
れる。『菰野町史』（1941）の湯之山沿革によ
ると、長く廃泉状態の湯の山温泉が里民の要
望により菰野藩の許可を得て復興をはかり、
湯壺浴場と共に 8戸の客舎地割を行い、
1687（貞享4）年4月に浴場を開き、8戸の客
舎もオープンした 31）。
　天明年間（1781～ 88）から1834（天保４） 
年に完成した地誌『勢陽五鈴遺響』では、西
菰野の茶屋新田に温泉が自然湧出し、冷泉な
ので浴用加温しているが、「坂路ニ屋宇十戸
計 其半ニ浴室アリ」32）と、宿の半数には浴
室が備わっていると記している。ただし、こ
の浴室は宿に温泉の内湯があったのではな
く、先の湯之山沿革や後述するように湯元浴
場から取り湯して桶で宿まで運び、沸かし直
して入浴するための浴室であった。
　先の『菰野町史』は、1744（延享元）年に尾

表3　和歌山県の主な温泉浴場の歴史的な浴室/浴槽区分

（注）筆者作成。以下、引用文中のゴシック表示は筆者。
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張藩の和学者・堀田方臼が記した遊記文『菰
野の志をり』を引用し、湯元浴場に「大風呂」
と「栢風呂」があり、入浴料にも差がある「留
湯」「幕湯」「せはきらい（ひ）」「入込」の4
つの入浴形式があったことも紹介している。
興味深いのは、冷泉を沸かしてから入浴客に
入浴できる時間を告げ、幕湯から入込湯へ、
それも男女別など入浴形式を順次切り替えて
いく様子で、以下引用する。
　「一、浴場　湯壺は六間に奥へ四間半の屋
内に湯船あり…二つ並ぶ 人の多少により一
つも二つも沸（か）す 幕湯過（ぎ）て入込にす
るなり『湯へござれござれ』と湯男（ゆな）共
触れて行く 其次に貝を吹て女湯なり 一日に
五度つつ浴す 五番湯終りて貝を吹く處の者
男女総入込に浴す 日々かくの如し 別に大風
呂五人詰 栢湯二人詰ともに常に沸さず留湯
に用ゆ 入込を好まざればせはきち（ら）いと
て幕湯の次に望の者ばかり入るなり 又宿へ
と（取）り湯にて入るも湯桶宿より貸す」33）

（括弧書きは筆者）
　ここから江戸中期の湯の山温泉では、「男
女総入込」にする前に男女別の入浴時間帯を
設けていたことがわかる。また、浴室 /浴槽
に常設の身分区分はなく、ふだんは空けてい
る「栢風呂」や「大風呂」の一部を充てること
で対処していることも見てとれる。

５　石川県の歴史的な温泉浴室/浴槽区分
（1）山中温泉
　古くは都のあった畿内から近江国を抜けて
北陸道へ入ると、最初に出会う温泉地域が山
中、山代、粟津温泉が並ぶ現・加賀温泉郷で
あった。その一つ、山中温泉が文献に登場す
るのは、北陸の地に浄土真宗本願寺教団を拡
げた蓮如上人の時代である。1471（文明3）
年に越前吉崎に坊舎・道場を建立した後、
1473（文明5）年9月下旬には「加州山中湯治」
したことを『御文』に記している。
　当時すでにだれもが入浴できる共同浴場
（泉源湯壺）があった。そのありようは同地
の医王寺所蔵『山中温泉縁起絵巻』（加賀市
指定有形文化財）に描かれ、中世には簡素な
屋根掛けの下老若男女が湯具着用で混浴して
いた浴場は、江戸時代に入って1621（元和7）
年に建て替えられ、その後1648（慶安元）年
の大火で焼けた後本格的に整備される 34）。
　その江戸期の山中温泉をはじめ山代、粟
津、湯涌温泉の各共同浴場「惣湯」の構造が
わかる最初の史料が、1715（正徳5）年に金
沢の三ケ屋五郎兵衛が編輯・出版した『六用
集』である 35）。
　『六用集』の山中湯図では、四方を宿や寺
に囲まれた中央広場にある共同湯浴舎に「上
ゆ」と「女」、「下ゆ」と「女」、両者をL字型に
包むかたちの「瘡湯」にも「女」表示が付され

表4　三重県の主な温泉浴場の歴史的な浴室/浴槽区分

（注）筆者作成。以下、引用文中のゴシック表示は筆者。
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ている。すなわち浴槽は男女別であった。
　山中湯図の簡単な浴舎図に付された「瘡湯」
は、共同浴場の名称「惣湯」の当て字とも見
られる。その上で「上ゆ」「下ゆ」同様に「瘡
湯」にも「女」表示が付されていることから、
三つに分けられた浴舎内の浴室それぞれ男女
別に区分していたと考えられる。このことは
後の1844（天保15）年に完成した『加賀江沼
志稿』にも、「山中温泉　湯槽深三尺計　巾
長五間、上摂浴室室内中分シテ男女ヲ別テ入
浴セシム。男湯 女湯ト云。一ノ湯二ノ湯三
ノ湯有」36）とあり、浴舎内を大きく三つに仕
切り、それぞれを男湯・女湯に分けていた記
述からも裏付けられる。
（2）山代温泉
　主泉源地にただ一つの入浴の場・共同浴場
（外湯）を設けていた山中温泉に対し、山代
温泉は「温泉源ハ神明社地（神明山下）ニアリ、
樋を土中ニウヅ（埋）ミ ソノ樋ヲモッテ泉ヲ
家々ニ引、毎家湯槽ヲ作ル」37）（括弧内表記
は筆者）、あるいは「十八軒、湯治人宿仕り
候家数。但し一軒に一坪、二坪取湯仕り、座
敷の内に湯坪これ有候」38）などと史料に記さ
れている。このように、共同浴場の他に周囲
（「環家（ゆのがわ）」）の宿にも泉源から引い
て内湯を早くから設けていた。そして共同浴
場は、先の『六用集』の山代湯図に浴舎内は
「男ゆ」「女ゆ」「下ゆ」の三つに区分されて
おり、男女別であったことがわかる。

（3）粟津温泉
　加賀温泉郷には小松市の粟津温泉も含まれ
る。流布されてきた開湯・開宿伝承は置くと
して、粟津温泉の開湯には白山信仰の山岳修
験者らの関与があったと想像される。粟津温
泉も『六用集』に粟津湯図が載っている。温
泉場の中央広場に共同浴場があり、「あらゆ」
「法志」など宿8軒ほどが囲んでいる。とくに
「あらゆ」「法志」の2軒の宿には「ゆ」と表示
されており、粟津の場合も宿に内湯があった

図3　山中湯図（『六用集』、1715［正徳5］年刊）

図4　山代湯図（『六用集』）
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ことがわかる。
　そして共同浴場の浴舎は広めの「ゆ/男」、
横幅が狭い「ゆ/女」、それに「下ゆ」と記さ
れた三つに区分されている。『六用集』記載
から115年後の1830（天保元）年に完成して
藩主に献上された『加能越三州地理志稿』に
も、「粟津温泉　湯室二間三間。局分為二。
曰（く）男湯女湯」39）と記されているから、
男女区分の構造は一貫していた。
（4）湯涌温泉
　城下町金沢からは浅野川上流の山間に奥ま
った湯涌温泉も、『六用集』に湯涌湯図が示
されている。浅野川支流の湯ノ川辺にある共
同浴場は西側に山が迫って十分な広場を確保
できていない。浴舎は「瘡湯」の区画と「〇湯」
ならびに「〇」文字が並ぶ区画の二つに仕切
られており、「〇」文字は不明である。その
周囲に数軒の宿が並ぶ。
　後の『加能越三州地理志稿』の湯涌温泉項
には、「湯槽長七間幅三間。深及肩。局分為
二。上號総湯。下號瘡湯」40）と記されている。
湯涌でも「総（惣）湯」と称された共同浴場の
浴室 /浴槽は基本的に二つに区分され、「〇」

文字の加筆からみて他の加賀国の惣湯同様
に、一つは男女別であったのではないかと推
測される。
（5）和倉温泉
　能登半島の入口、七尾湾に面した和倉温泉
は能登国に属し、加賀国の温泉を対象に湯図
と解説を交えた『六用集』の「加州湯本之浴舎
之例」には含まれていない。もともと海中に
湧いていたのを江戸初期の1641（寛永18）
年に石囲いして湯島を築いた 41）。江戸中期
においても「いと熱ければ潮なん多く汲み入
て、我が入るべきほどに計りて、ひとりひと
りかの桶にかゞまり入れば…」42）と、舟で島
に行き、各自が熱い源泉と海水を汲んで適温
にした浴桶の中に入る状態が長く続いてい
た。
　その後の浴室 /浴槽の状態について、1817
（文化14）年10月に和倉を訪れた加賀藩士・
田辺政己による『能登日記』は、「湯ざやは前
口六間奥行四間にして…其際に湯壺一つあ
り。内は小石詰にして、四方に桶を並べ、其
角を二間四方女湯に囲ひ…」43）と記す。その
頃には和倉温泉でも「女湯」ができていた。

表5　石川県の主な温泉浴場の歴史的な浴室/浴槽区分

（注）筆者作成。以下、引用文中のゴシック表示は筆者。
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６　まとめ
　以上の近畿地方と石川県の歴史的な浴室 /
浴槽区分状況を表6にまとめた。
（1）入浴の場の男女区分
　まず男女区分について、近畿地方と石川県
（加賀・能登国）を通じて江戸期に男女別で
あったのが16温泉地中12と四分の三を占め
た。不明は奈良県湯泉地、和歌山県湯川の2
温泉地。石川県湯涌温泉は湯図の区分表示が
曖昧だが、他の総（惣）湯と同じ構造なら男
女別だったと思われる。
　よく知られる「合幕 男女入込湯の図」から
混浴と見られがちな有馬温泉では、同図は合
幕入込湯の場合を描いており、一方幕湯で男
女別にする入浴形式も行われていた。表に唯
一「混浴か」と記した兵庫県湯村温泉は、江
戸末期の郷土資料に「男女混浴」と記されて

いたというが、直接確認できなかった。ただ、
湯村から峠を越えるとすぐ男女区分が明らか
な鳥取県岩井温泉であり、なお疑問は残る。
　結論的には、近畿地方及び石川県の主要温
泉地では男女区分が顕著であった。これは中
四国地方に続くものであり、また中四国地方
以上に明白な特色であると言える。
（2）入浴の場の身分区分
　次に身分・階層による入浴区分について
は、先の中四国地方と同じく身分区分が見ら
れる近畿地方と、身分区分が見られなかった
石川県の違いは大きい。近畿地方の複数の温
泉地では、中四国地方になかった「非人湯」
も設けられていた。江戸時代さらに厳格に縛
られた身分差別制度が入浴の場にも及んでい
た構造がより鮮明であった。
　本稿では指摘にとどめるが、この中四国地
方に続く近畿地方と石川県の歴史的差異は、
一向一揆勢力による百年の加賀国統治を成し
遂げた惣村社会が育んだ惣湯のある温泉地
と、藩や幕府代官による統治の縛りが強い温
泉地の違いが背景にあるのではと考えられ
る。これらについては、今後の研究課題とし
たい。
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１　はじめに
　スイス南東部のグラウビュンデン州
（Kanton Graubünden）の主要河川イン
（Inn）川河谷に位置するサンモリッツ（St. 
Moritz）（図1）の本格的な観光の発展は、ホ
テル経営者のヨハネス・バートルット
（Johannes Badrutt）が、宿泊客が少なかっ
た冬季にイギリス人客を招いた1864年に始
まる。しかし、サンモリッツには温泉があり、
その利用は遺跡の発掘調査の結果から3400
年前の青銅器時代に始まるとされている。わ
ずか百人ほどの住民が暮らす小さな山村であ
ったサンモリッツは、スイスで最初の電灯
（1878年）、路面電車（1896年）、スキー学
校（1929年）など、現在では広く利用されて
いる社会基盤整備の成果によって、チャー
リー・チャップリン（Charlie Chaplin）、ト
ーマス・マン（Thomas Mann）など著名で
教養のある顧客が好む観光地に発展していっ

た。また、国際的な冬季スポーツ競技大会の
催事もサンモリッツにおいては長い伝統があ
る。たとえば、2回の冬季オリンピック競技
（1928、1948年）、5回のスキー世界選手権
（1934、1948、1974、2003、2017年）、ヨー
ロッパで最初のスノーボード世界選手権
（1987年）などの開催が、そのことを明白に
示している。このような顧客の特性と冬季ス
ポーツ競技の催事は、サンモリッツの観光地
としての信頼性と認知度を高めることになっ
た 1）。
　サンモリッツの温泉療養に関する研究成果
については、イザベレ・ルッキー（Isabelle 
Rucki）2）がサンモリッツ・バートの温泉療
養ホテルの歴史的変遷を詳細に明らかにして
いる。また、サンモリッツが位置するエンガ
ディーン地方（Engadin）の大規模な近代ホ
テルの建築設計に関しては、シュービガー・
クプリー（Schubiger Kubly）3）が地域の自
然環境や社会環境の視点から論述している。
さらにヴェットシュタイン（U.Wettstein）4）

は、サンモリッツ・バートの初期の小規模温
泉浴場および飲泉・入浴方法に関する古典の
分析を行った。
　本稿は、これらの文献を詳細に分析して、
スイスアルプスのサンモリッツにおける温泉
療養の歴史と最古の温泉療養ホテルの建築構
造を明らかにするものである。
　なお、文献の記述内容を検証するため冬季
は2013年3月、夏季は2016年8月に現地調

スイスアルプス・サンモリッツにおける最古の温泉療養ホテル
Historical Transition of the Oldest Spa Hotel in St. Moritz, Swiss Alps

池 永　正 人＊

Masahito IKENAGA

キーワード： 温泉療養ホテル（spa hotel）・歴史的変遷（historical transition）
 スイスアルプス（Swiss Alps）・サンモリッツ（St. Moritz）

温泉地域研究　第42号　13～ 20（2024）

＊長崎国際大学（Nagasaki International University）

図1　研究対象地域
（注）筆者作成。
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査を実施した。両季節の調査は、異なる自然
環境と観光客の実態把握に有効であった。

２　サンモリッツの温泉療養施設
（1）初期の温泉利用
　サンモリッツにおける最古のモーリシャス
源泉（Mauritiusquelle）は、標高1768mの
サンモリッツ湖南西岸に位置するサンモリッ
ツ・バート（St. Moritz Bad）にある（図2、

写真1）。バート（Bad）は、現地語のドイツ
語で「入浴、浴場、湯治場」を意味する。泉
源地で発掘された樹幹は、年輪年代測定結果
から紀元前1411年と推定され、青銅器時代
に人が住み温泉が利用されていたことが明ら
かにされている。空洞になった樹幹の内側か
らは、神に奉納されたとされる青銅製の遺物
（2本の完全に掴める剣、1本の剣の断片、1
本の短剣、1本の針）が出土している 5）。

図2　サンモリッツの集落立地（2023年現在）
（注）筆者作成。
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　急峻な山地の谷底地に立地するサンモリッ
ツ・バートは、風を遮るものがなく冬季は昼
まで日陰になる日照環境にあるため寒さが厳
しい。しかも旧時はイン川の洪水が頻繁に発
生する危険な土地であった。そのためイン川
の谷低地は、温泉療養施設が建設されるまで
人が居住できない手つかずの土地であった。
　1535年にスイスの医師パラケルスス
（Paracelsus）は、サンモリッツに滞在して
温泉入浴・飲泉（温泉水を飲む行為）の治癒
力に深く感銘を受け、1540年にサンモリッ
ツの炭酸と鉄分を含む温泉に関する初めての
学術論文を発表した。当時の温泉成分に関す
る詳細な記録が不明であるため、現在採用さ
れている成分結果を提示することにしよう。

　1998年12月14日に測定したモーリシャ
ス源泉の水量1㎏当たり温泉成分は、表1に
示すとおりである。泉質は「カルシウム（・
ナトリウム）－炭酸水素塩（・硫酸塩泉）、含
二酸化炭素泉、含鉄泉」、pH5.87の弱酸性
泉とされている。筆者が二度の訪問時に飲泉
した経験からは、確かに炭酸味とほのかに鉄
の味が感じられた。
　パラケルススの論文発表後、多くの医師が
サンモリッツを訪れて、温泉の効能が認知さ
れるようになると温泉の医療行為がなされ、
療養客が来訪するようになった。当時の温泉
利用は源泉を石垣で囲って築いた簡易な施設
であった。ところが、1566年にはイン川の
洪水によって源泉が被災し、しばらくの間は
温泉が利用できなかった。16世紀の終わり
に、ポーランドの貴族の寄付行為で源泉のそ
ばに簡易な温泉小屋が建てられて、温泉の利
用が再開された。
　時代が下り、1667年頃にはイタリア・サ
ヴォイアのヴィクトル・アメデウス公爵
（Herzog Victor Amadeus）が、温泉小屋に

表1　モーリシャス源泉の主な成分

（注）Heilquellen in St. Moritz により筆者作成。
　　水量1㎏当たり含有量。1998年12月14日分析。

写真1　サンモリッツの集落景観
（注）筆者撮影。上：2013年3月14日、

下：2016年8月25日。
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隣接して宿泊施設を建てることを申し出た
が、村（Gemeinde）は中心集落サンモリッ
ツ・ドルフ（St. Moritz Dorf）の宿泊施設の
経営者との競合を懸念して断ったという。そ
のため温泉小屋の周りは依然として未開地状
態にあり、自然の恵みの温泉を多くの療養客
に利用してもらうことができなかった。
（2）温泉療養施設の建設
　やがて19世紀に道路交通や鉄道交通が発
達するようになると、王侯貴族や中産階級の
資産家がアルプス山脈の風光明媚な場所で休
暇を過ごす旅行が盛んになった。1815年に
サンモリッツの若い住民は、保守的で高齢な
住民がスイス国境のイタリア・チラーノ
（Tirano）の牛市場に出掛けて不在中に、村
の公共事業として村を流れるイン川の洪水減
災工事と湿地の干拓を実施するとともに、ド

ルフからバートに通じる道路を建設した。
　1831年には、資産を有し営業に長けた数
人の住民が会社を設立して、翌1832年にサ
ンモリッツのモーリシャス源泉は、温泉療養
施設として整備された（図3）。このことは、
サンモリッツの温泉および飲泉・入浴方法の
手引きに関する記述から明らかである。しか
し、この温泉療養施設の近くは宿泊施設を欠
き、療養客は徒歩30分を要するサンモリッ
ツ・ドルフの質素な宿を利用せざるを得なか
った。サンモリッツ・ドルフは、サンモリッ
ツ湖北岸の日当たりが良好で風光明媚な日向
斜面に立地している。
　サンモリッツ・バートでは1853年に2つ
目のパラケルスス源泉が発見され、新たな温
泉療養施設の建築計画を推進することになっ
た。具体的には、同年に新規会社が設立され、
サンモリッツの行政側との間に50年間を超
える借地契約が結ばれた。この契約の署名後
に、会社は建築家フェリック・ヴィルヘル
ム・クプリー（Felix Wilhelm Kubly、以降
クプリーと呼称）に新しい大規模な温泉療養
施設の設計を委託した。
　この本格的な温泉療養施設は、高まる人気
による利用客の増加に伴い、数年後に同じ建
築家のクプリーに拡張設計が委託された。ク
プリーは、機能的で斬新なデザインを念頭に
置き、既存の飲泉場と療養設備を活用した宿
泊可能な芸術的・個性的な温泉療養施設の設
計を試みたのである。

３　最古の温泉療養ホテルの建築構造
　クプリーが新たに設計した療養温泉ホテル
は、古い療養施設の建物群に隣接して建てら
れた。その設計の特徴は、付属の建物がない
3階建て寄棟屋根のT型建物形状であり、東
西南北の全面に格子状に規則正しく窓が取り
付けられた（図4、写真2、図5）。正面中央
の玄関は、両側を上部破風のリザリートエプ
ロン（建物前面の突出部）にして、2階と3階
にはバルコニーを設けた宮殿建築様式が採用

図3　サンモリッツ・バートの温泉療養施設
（注）上： St. Moritz - eine aussergewöhnliche 

Geschichte（第2版）より引用。
下： Heilbad St.Moritzの展示資料を
筆者撮影。2016年8月25日。
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図4　サンモリッツ・バート温泉療養ホテルの立地図（1900年）
（注）筆者作成。

写真2　サンモリッツ・バート温泉療養ホテルと浴場（1900年）
（注）Isabelle Rucki, “Das Hotel in den Alpen”, 94頁の写真に筆者加筆。


